
住友大阪セメントの

アワビ産卵礁
Ｋ-ｈａｔリーフβ型の活用事例（１）心地の良い隙間＝ 礁内には、９つのコンクリートブロックと専用台座を配置。

　　　 アワビが棲むのに好む35～150mmの隙間空間を形成しています。
　　　　　　　　　　　　 この隙間は、天敵のタコから身を隠すのにも役立ちます。
 エサとなる海藻 ＝ 礁内にはアワビのエサとなる海藻が生い茂っています。

　　　アワビが１年間棲むには２つがい程度の放流が良いようです。
ネットによる保護＝ネットは藻食性魚類による海藻の食害防止に効果があります。

・磯焼け海域でも、海藻付プレートの交換により、
  親貝の餌を供給できる。
・ネット内に放流した親貝の成熟を確認済み。
・親貝が外に出ないための脱出防止機構設置。
・親貝の放卵放精により、周辺海域に次世代の
アワビが多数放出される。
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